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フェスタを楽しむナレッシュクマールさん親子は６年前に
仕事でインドから日立に来ました。とても上手な日本語で、

「日立は山と海があり、静かで住みよいところ」と話します。

フェスタを楽しむナレッシュクマールさん親子は６年前に
仕事でインドから日立に来ました。とても上手な日本語で、

「日立は山と海があり、静かで住みよいところ」と話します。

【１１８号の内容】

■百年塾フェスタ２０１４・・・・・２，４

■創立１００周年・旧共楽館・・・・・・２

■街の小さな灯　喫茶サロン・・・・・・２

■写真・小さなラブレター展・・・・・・３

■心和む少年との出会い・・・・・・・３

■夢の実現に向けて（ヒタチモン大學）・・・３

■協賛金協力者・・・・・・・・・・・３

■市民教授、まち案内人紹介・・・・・４

　「ひたち生き生き百年塾」は、市民の皆さんがより住みよい日立市を実現するために、生涯学習

をさまざまなテーマで日常的に学習し、実践する活動です。

　その活動を応援しているのが「ひたち生き生き百年塾推進本部」です。

　「ひたち生き生き百年塾」は 1988 年に発足しました。ボランティアの推進委員が行政関係者

と意見や知恵を出し合い、よりよい生涯学習の環境づくりと運動を進めています。

　推進委員は現在約 150 名います。誰でも、いつでも推進委員として活動できます。

　あなたも推進委員になって一緒に活動しませんか。百年塾サロンへお電話ください。

「ひたち生き生き百年塾」 はこんなところです

たくさんの人が楽しんだ百年塾フェスタ2014

日立市では市民全体の生涯学習を「ひたち生き生き百年塾運動」として進めています。
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子どもからお年寄りまで、“いつでも・どこでも・なんでも”学びあい教えあうのが生涯学習です。

雨を吹き飛ばす子どもたちの歓声！

やモルモットをひざに抱いたり、
ニシキヘビをこわごわと首に巻い

たりして目を輝かせていました。
　ハロウィンがテーマの仮装パ
レ ー ド に は 大 人 も 子 ど も も そ
れぞれが工夫した仮装で参加、
マーブルホールをねり歩き、会
場の雰囲気を盛り上げていまし
た。子どもたち、若い人たちが
フェスタで見せた活躍が、未来
への可能性を感じさせてくれま
した。

く場をつくる」ことを目的として
平成１２年にオープンして現在ま
で運営しており、販売しているパ
ン、お菓子類は専用の作業所で作
り、パンは毎日出来立てを販売し

ているとのことです。
目立たない場所にあることと、

公共の施設のため派手な宣伝もで
きないので、売り上げに苦労して
おり、何とか赤字を解消すること
が目標だそうです。

働いている子どもたちは積極的
に移動販売などもしており、元気
に活動していました。平日の１０
時から１６時まで開いていますの
で皆さんもぜひ足を運んで、美味
しいコーヒーとパンを味わってみ
てください。

様々な日立の“いいね”の再発
見と、次世代の子どもたちが楽し
みながら学べる場を創ることをめ

ざし、各種団体や機関と協働して
企画してきました。

雨を吹き飛ばす力強い和太鼓の
響きで幕を開けたオープニングで
は、神永実行委員長の開会宣言で
祭りがスタートしました。

今年も子どもたちがさまざまな
分野で活躍。あきんど、メディア、
ものづくりの職業探検少年団の子

白銀町にある旧共楽館（現日立武
道館）が平成２９年で創立１００
周年を迎えます。この機会にＮＰ
Ｏ『共楽館を考える集い』の代表
理事石塚順一さん、佐藤裕子さん
にお話を伺いました。

同会は平成５年に発足し、永六
輔さんの講演会を皮切りに映画、

芝居、講談、音楽会等の催し物や
「共楽館ふれあい祭り」など地域
との触れ合いも行っています。

大正６年に舞台開きをし、大歌
舞伎用舞台を備えた９６０人収
容の大劇場として親しまれてき

どもたちは各々の学びの成果を披
露、推進園・校では各々のテーマ
に取り組んだ成果をパネルで展示、
ボーイスカウト、ガールスカウト
のみんなも参加しました。また、
初めてボランティア参加した女子
高生は、「みんなの笑顔を見たく
て」と参加の動機を話し、将来は
看護師が夢とのことでした。

今回は「かみね動物園」も初参
加し、「ミニ動物園」として子ど
もたちを楽しませました。うさぎ

ました。昭和４２年に日立市に寄
贈され武道館として使用されて
います。平成１１年に国の登録有
形文化財に、平成２１年には市の
指定文化財にも指定されました。

石塚さんによると、国では今年
度から「地方創生」を掲げており、
この機会に旧共楽館の歴史を振り
返り、企業と地域が共にまちづく
りに力を注いできた伝統をもう一
度見直して、様々な角度から活用
とまちの活性化を考えてみたいと
話します。

日立市保健センタ－の２階にあ
る、『喫茶サロン』にお邪魔しま
した。丁度月一回の「ふれあいサ
ロン委員会」が開催されていて委
員長の吉成朋子さんをはじめ１０
名程度の参加で次の月の活動計画
を打ち合わせ中でした。

この会は「障害者の子どもの働

　１０月５日「遊んで、学んで、ひたちの“いいね”」
をテーマに百年塾フェスタ２０１４が開催されまし
た。当日は雨の中、一部の催し物が中止となりまし

たが、多くの催し物をマーブルホールに移し、たく
さんの展示・出店や体験・遊びコーナーに子どもた
ちの歓声があふれ、フェスタはにぎわいました。

思いを形に まちも人も元気にしたい！

神永実行委員長の開会宣言

世代をつなぐバルーンアート

おいしいコーヒーを楽しんで

歴史のあるたたずまい

うさぎやモルモットと仲良し

～創立100 周年を迎えて～
旧共楽館　 

百年塾フェスタ 2014

おいしいパンとコ－ヒーはいかが？
街の小さな灯『喫茶サロン』
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生涯学習は、スポーツ活動、文化活動、趣味、リクリエーション活動、ボランティア活動等の中でも行われます。

黒澤隆景（坂本小）、教育部長賞：
磯野圭希（滑川中）、実行委員長
賞：大平和来（河原子小）、日立
の“いいね”賞：坂本百香（滑川
中）、羽渕有香（助川小）、正木知
花（日高中）、柳田綾乃（駒王中） 

仕 事 帰 り の 道 で 時 々 出 会 う 小
学生の男の子がいます。

初 め て 見 か け た の は 初 夏 の 夕
方で、私の少し前を軽やかな足
取りで歩いていました。横断歩
道で横に並ぶと、私の顔を見上
げぴょこんとお辞儀をしました。
小学４、５年生くらいと思われ、
短く刈った髪が利発な眼差しと
ふっくらと健康そうな頬に良く
似合い、挨拶を返しながら思わ
ず笑みがこぼれました。

何 か 習 っ て い る ら し く、 以 来
出会う度に男の子はにこっと笑っ
てお辞儀をし、バス停までの道
のりを決まって私を追い越して
行きます。リュックを揺らしな
がら元気に歩く背を眺め、きっ
と躾の行き届いた温かな家庭に
育っているのだろう、どんな青
年になるのだろうかなどと想い
を巡らながら、心和むひと時を
楽しんでいます。（Ｋ・Ｈ）

だれもがこのまちに住みたくな
るような雰囲気をかもし出す日立
の情景写真展と、子どもたちの日
立への想いを書いたラブレター展
が９月３０日～１０月５日に、シ

ビックセンター１階ギャラリーで
開催されました。
「郷土愛を育む」という主旨で、

市民に今まで知られていなかった
住み心地の良い日立市の発見をし

てもらい、また子どもたちには郷
土への想いをつづってもらおうと

９月１３日、ヒタチモン大學と
百年塾の連携で「ひたちみらい会
議」が教育プラザで開かれました。

最初にユウキモン大學の田中雅
美さんが、ご自身の経験を元に
夢のタネの見つけ方、育て方の
お話をされ、添加物の無いアッ

プルパイを販売する夢を実現中
の YOCICOTAN のプレゼンテー
ションを聞き、参加者も一緒に考
えるという形式で行われました。

後半はヒタチモン大學の菅原広
豊学長と田中さんのクロストーク
に会場からも加わり、時間いっぱ
い議論が続きました。

夢の実現には、タネを見つける 

企画されたものです。
会場には市内の風景写真 90 点

と、日立の好きな場所や風景の絵
や写真に添えたラブレター 57 点
を展示。訪れた人たちはあらため
て日立の美しい風景や魅力を再発
見し、見入っていました。

今回入賞されたのは下記の方々
です（敬称略）。
【写真展】大賞：久保田直正（滑

川町）、優秀賞：皆川和好（小木
津町）、秋山照夫（滑川町）、木津
谷公（台原町）、島崎剛（大沼町）、
金澤憲一（森山町）
【小さなラブレター展】市長賞：

加古真優奈（日高小）、教育長賞：

「０」から「１」の工程と、タ
ネを育てる「１」から「１０」の
工程があること。それぞれを得意
とする人がいること。夢を人に語
ると助ける人が出てくる。人の夢
を助けることが自分の夢を育てる
力を養うなど多くのことを学びま
した。とかく会議中心の活動を反
省させられるとともに、夢を実現
したいという多くの若い参加者を
応援しなくてはという気持ちにさ
せられました。

【団体】　（株）ゆなご教材舎　日立市
建設業協会　藤和建設（株）　日立土
木（株）　（株）白土工務店　日立南
ロータリークラブ　（一社）茨城県日
立市医師会　（株）ＪＷＡＹ　日立高
速印刷（株）　（株）日立製作所　日立
化成（株）　日立金属（株）　日立アプ
ライアンス（株）　（株）日立ライフ
日立北ロータリークラブ　（株）日青
プラント　たらふく亭（ひたちおも
ちゃの病院）　小林勇作

【個人】矢代克己　面川道宏　
髙橋久人　三戸政英　小松弘二　
表榮子　森秀男　塚本久美子
兒玉裕文　豊田ハマ　八重樫修
熊谷京子　大高てる子　大町力雄
熊谷美智子　齋藤隆子　長谷山利
吉成ます　永山幸子　田畑幸三　
大越典一　田島マスミ　星野芳枝
野田順子　髙橋文子　山田成
山田啓子　小室昭子　田中瑞穂　
田中宣子　萩庭虎男　疋田節子　
菊池武士　広木英子　藤井敏子　
行田綏子　海野洋衣　龍田郁子　
千葉淳　國府田ヒロ子　茅根博　
小森一郎　朝日正子　今橋知江　
須田久美子　白石知子　小松徳年
柄澤ゆかり　佐藤善祐　小松博子
田村久　畑谷和代　佐藤純子
後藤恵美子　後藤登喜雄　
菊池庸子　仙波嘉織

「住みたいまち日立」写真展と「まちへの小さなラブレター」展

心和む少年との出会い

力作におもわず見とれて

入賞おめでとうございます

夢のタネとは・・・

日立の良さをたくさん発見

私たちは百年塾運動を応援します
2014.5.20 ～ 2014.10.10（敬称略）

平成 26 年度ヒタチモン大學 in 百年塾
夢の実現に向けて



百年塾は、生涯学習をとおして、人づくりを進め、まちづくりを推進します。
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■百年塾サロン（窓口）では以下の業務を行っています

●推進委員の受付　　　　●講座 ・講演の受付

●市民教授の登録　　　　●市民教授の紹介

●各種公共施設 ・民間施設の紹介

●教育プラザギャラリーの利用申請

●生涯学習に関する相談

■ひたち生き生き百年塾推進本部　事務局

日立市教育委員会　生涯学習課	 ☎0294（23）9150  FAX 22-0465

百年塾サロン	 ☎0294（23）9165  FAX 24-5200

〒317-0064 日立市神峰町 1-6-11　日立市教育プラザ

ホームページ	 http://www.net1.jway.ne.jp./iki100j/

E-mail	 iki100j@net1.jway.ne.jp

タイに３年間住み、タイの文化を学んで帰国。以来、
タイ語の会話や料理、フルーツ・カービングの市民教
授をしています。何回も練習し、材料の野菜や果物が
無駄になる時は心が折れますが、思い通りのものが出
来て、皆さんに喜んでもらえる時は何より嬉しい。今
後さらに、これらを広め日本の食生活に楽しさと潤い
を与えていきたいと話します。

日立のまち案内人設立当初から参画した菊池さ
ん。郷土博物館などで調査、研究、学習を積み上げて、
238 頁にも及ぶまち案内人ガイドマニュアルを完成さ
せました。今年度は、昨年まち案内人になった新人の
実践を支援し、常陸風土記に記された日立市域の古代
歴史の地を訪ねたり、この 10 月には、日立とゆかり
の深い米沢藩主上杉鷹山の財政再建を学ぶツアーを案
内しました。

食卓に潤いを！フルーツ・カービング

喜ばれるまち案内をめざして

新市民教授インタビュー　　山崎里美さん

日立のまち案内人インタビュー　菊池武士さん

■池谷佳珠子　田尻町
　（ママが輝く個性心理学）
■鈴木三枝子　桜川町
　（バドミントン）
■飯沼まさ子　千石町
　（大人のそろばん教室）

【市民教授】あなたの持って
いる知識、技能を市民の皆さ
んに広めてみませんか。
【日立のまち案内人】日立の
まち案内人になって皆さんを
案内してみませんか。
・・・どちらも百年塾サロン
までお電話を。

勇壮華麗な久慈浜ソーラン

いらっしゃい！かけ声も上手に

帯を使って花作り

5億年の地層にドラマが

段ボールの椅子作り

自慢の衣装でハロウィンパレード

十王「鵜喜鵜喜」の取れたて野菜

良い品たくさんフリーマーケット

「百年塾フェスタ2014」

　台風直前の雨の中、マーブ
ルホール、ギャラリーにたく
さんの催し物を用意。元気な
子どもたちの声が響きわた
り、3,500 人の人でにぎわい
ました。

募集します！

新市民教授登録
2014.6月～9月に登録の方(敬称略)


